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ひよどり台の一人に加えていただいて
鴇台中学校教頭 島田  一成

みなさん、こんにちは。鶉台中学校の島田でござい
ます。わた しは、鴇台中学校に着任 し、もうす ぐ1年が
過 ぎようとしてお ります。着任時に鶉台中学校の生徒
たちか ら受けた「元気で明る く気持ちよいあいさつ」は
生涯忘れることはない と思います。それほど、清 々し
く自然体で美 しいものでした。これは、本物だ !ど うす
ればこんな気持ちよいあいさつ、言葉遣いがで きるの
だろうか と思って、注意深 く生徒たちの 日々の生活 を
見ていてわかってきたことがあ ります。そのひとつが、
相手 との会話 において互いに目を見て会話 を交 わ し
ていることと、返事 をしっか りと返 していることです。
つ まり、相手の存在 をしっか りと認め、理解 しようとす
る姿勢がある。 これは、集団の中で一人ひとりが大切
にされている証拠です。このようなすばらしい雰囲気
は短期間で創れるものではあ りません。家で地域で学
校で手間ひまをかけてできあがるものです。
二つ 目は、地域のみなさんが明る く元気であるとい
うことです。地域の行事にた くさんの中学生や小学生
が参加 して、世代間を越えて交流 を重ねていますがそ
のエネルギーたるやす さまじいものがあ ります。その
エネルギーを子 どもたちはもらってた くましく、明る
く育っているのです。 とにか く、積極的に学校 に足 を
運んでいただけます。そ して、献身的に活動 して くだ
さる姿には頭が下がる思いです。 このように、地域 と
学校がそれぞれの役割をしっか りと意識 して努力を重
ねれば、その結果が地域の子 どもたちの姿 となってあ
らわれます。
最後に自分の学校のことを紹介 させていただきます。
今年の 4月 に入学 しました生徒が家で母親に語った
エ ピソー ドです。「おかあ さん !こ の中学校 は、す ご
く楽 しい」
「 なぜ ?」 とお
かあさんが尋ねる
とその生徒 さんは
言ったそ うです。
「先生たちがす
ごく仲が良いので
安心 して学校生活
が送れる」
わたしは、その
話を聞き先生方に
感謝せずにい られ
ませ んで した。そ して、子 どもたちに関わるすべ ての
人々が仲 良 く協力す ることが安心 ・安全 な社 会 をつ く
るのだ とあ らためて考 える きか け とな りました。 わた
しは、 このひ よど り台が大好 きです。

「一子一役」への思い
ひよどり台小学校 PTA会長 岡本  美幸

ひよどり台小学校 PTA役 員 としての活動 を振 り返
って、思い浮かぶのは色々な人たちの笑顔です。楽 し
そうな子供たちの無邪気 な笑顔をた くさん見ることが
で きました。役員で集 まった時にもた くさんの笑いが
あ りました。
その中でも一番印象 に残っているのが見守る会 をは
じめ、地域の方々の笑顔です。皆 さんは自分の仕事や
用事のある中にもかかわらずた くさんの時間と労力を
割いて、子供たちの為 に活動 して くれています。そん
な中、いつ もニコニコと素敵な笑顔を絶や さず、子供
たちや私達にまで接 して くれて、いつ も心に温 もりを
もらっています。感謝の気持ちを持つ と同時に一つの
疑間が浮かんで きました 。・。「親である私たちは子
供達や地域の為 に、何ができているだろう ?」
見守る会の皆様の活動は安全 を守る為だけではな く、
子供たちに笑顔で挨拶や話 しかけて くれる皆 さんと接
することで心に栄養 を与えて もらい、同時にそれを人
に与えることの大切 さを知 らず知 らずのうちに学んで
いる事 と思います。これは机 に向かって勉強すれば得
られるというものではあ りません。人 との接 し方を子
どもの頃か ら感 じて学ぶことは大人になった時、必ず
役に立つ と思います。
本来 な らば親であ る私 たちがや らなければいけない

活動 を見守 る会 の皆様が立 ち上 げ、 ここまでの ものに
して くれ ま した。その中で私達がすべ きことは、 こ
の !舌動が続 く ………………__
よう |こ努力 し、
次 の 世 代 に
繋 いでい くこ
とで はないで
し ようか ?仕
事 や子育 てが
忙 しい中で も、
何 百人 といる
保護者が協力
し合 い、少 し
で も時間 を作
り、活動 して
いかなければいけない事だと思います。
ひよどり台ガヽ学校 PTAと しまして も「一子一役」
を目標 としていますので保護者一同、見守る会の皆様
を見習って今後 も皆で協力 し合い、子供達や地域の為
に、 より良い PTA活 動 を続けていきたい と思ってい
ます。

(PTA役員一同 )

僣
鍮

ふれあい

中学校の吹奏楽、
お友だちが考え、

日時 3月 15日 (日)午 後 1時～4時
場所 ひよどり台中央公園
小学校のひよどり台太鼓の演奏も予定されています。
準備したゲームコーナーが予定され、最後にお土産もあります。

たくさんの友だちをさそつて、いつしょに参カロしてね。

懸|
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震災特別授業を終えて
鴇台中学校 田村哲哉

1月 16日 (金)1330～鶉台中学校で震災特別授業
が行われました。例年この時期、本校では震災特別授

業を実施しています。今年は震災から20年の節目の

年だったこともあり、北消防署の方の提案を受け中学

校と地域の方々との合同避難訓練と消防署の方による

講演会を企画することになりました。
ひよどり台防災福祉コミュニテイの方々を中心にご

協力をいただき、実施当日には前半に①避難誘導訓練、

②安否確認訓練、③炊き出し訓練、④バケツリレー消
火訓練、⑤簡易トイレ設置訓練、⑥水消火器消火訓練
を武道館・グラウンド・中庭で行いました。
後半には、神戸市消防局北消防署ひよどり出張所の

方による①阪神淡路大震災のお話、②南海 。東南海・

東海地震に備える防災対策についての講演会を体育館
で行いました。講演会終了後、訓練で作成した炊き出
しの豚汁を中庭で試食していただき、震災特別授業は

終了しました。
課題も残りました。地域の方々の避難開始時間と中
学校の訓練開始時間にずれがあったため、かなりの時
間待っていただいて避難誘導がうまくいかずご迷惑を
おかけしたこと。PTAの方々に事前に情報が全く伝
わっていなかったこと。指導していただく地域の方々

との連絡 。調整が不足していたため、訓練時間を持て

余してしまったこと。などをはじめとして、スムーズ

で内容の充実したヨ1練には程遠い内容となってしまい、

大変申し訳ありませんでした。
最後になりましたが、平日の昼間開催にも関わらず
生徒たちの様々な副1練の指導や援助をしていただいた

皆様、訓練を見守ってくださった北消防署の皆様、ま
た訓練・講演会に参加してくださった100名以上の地
域の方々に厚く御礼を申し上げます。本当にありがと

うございました。今後ともご理解ご協力の程よろしく
お願いいたします。

地域に教えられて
ひよどり台月ヽ学校生徒指導 安楽真人

ひよどり台小学校に赴任してきて 5年が過ぎようと
しています。現在はもう驚きはありませんが、ひよど

り台の冬の寒さに、当初は驚かされた事を思い出しま

す。それにしてもひよどり台の冬は寒い。しかし、そ

んな中であっても、日々の子供たちを様々な活動を通

して見守っていただき、そのおかげで子供たちは、安

心してたくさんの事を学ぶことができています。これ

は、青少年育成協議会をはじめとする地域の皆様のお

かげだと感謝しています。ありがとうございます。

登下校の見守り、授業支援や地域行事など、子供た

ちの日々の生活に、地域の方々がここまで関わってく

ださる。この事に赴任してきた当初、大変驚かされま

した。子供たちにとって、周りに知っている大人がた

くさんいて関わつてもらえることは、何かあった時に、

家族や先生だけでなく相談できたり、助けを求めたり

できる、何よりの安心につながっています。

さらに、日々のコミュニケーシヨンから人との関わ

り方を学び、社会での生き方を学び、地域行事からそ

れぞれの行事の意味を学ぶ。学校だけでは到底できな
い事を、地域の皆様のおかげで学ぶことがきています。
こんな恵まれた環境で生活しているひよどり台っ子は、

本当に幸せだなと感じています。

その時々に地域のすばらしさを実感できる子供は少
ないかもしれません。しかし、いずれこの子供たちが

成長してひよどり台を出た時や、どこかで小学校時代
を振り返った時、必ずそのありがたさや、素晴らしさ
に気付くはずです。そして、自分たちが感じた事や学
んだ事を次の世代べとつなげていってくれることと信
じています。

人との関わり方が苦手な子供たちもおり、声をかけ

ていただいた時に素直に答えることができない子供も
いると思います。しかし、その時に助言・指導してい

ただいた事は、その子にとって、その先必ず意味のあ

るものになります。これからもどんどん声をかけてい

ただければと思います。よろしくお願いします。
これからも学校、保護者、地域がより深くつながり

合って、ひよどりっ子を育てていけますよう、みなさ

まのご協力よろしくお願いします。
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4年 大北 健太朗
今日が雨でバーベキューしかできなかったけど、お

肉とかがおいしかったのでよかったです。はんの人と

も仲よくできたのでよかったです。
また、 5年になっても 次は、は
れてハイキングをしたいです。

2年 さめしま ゆい
雨でハイキングはできなかったけ
ど、バーベキューができてうれしか
ったです。ウインナとおにくもたベ

れてうれしかったです。
おにごっこやおいかけっこもでき
てうれしかったです。またやりたい
です。
つぎは、おとうさんもつれてき
てみんなでしたいです。バーベキュ
ーのあとにやきそばもたべれてうれ
しかったです。ぐもいれてあってバ
ーベキューのざいりようもはいって、
おいしかったです。

驀   まず、僕たちが参加したことは竹切りでした。鶉台
暉  中学校からは、6人の参加でしたが、合計60本ほど
機 の竹を切ったことにおぐろきました。ひよどり台とは

少 し離れたところで竹を持っ

てきているという裏の努力に、
自分でも驚きました。
そして、今日のどんどまつ

りで自分たちが切つた竹が爆
音を立てて燃えるところに感
動しました。

中学 2年 本澤 美空
今年は、生徒会の一員と

して地域の行事に参加できた
ことも嬉しかったです。生徒
会長の松岡さんが竹に火をつ

けたときは、初めて見る光景
だったのでどんな感じだろう
と思いわくわくしました。ど
んどん火が強くなるにつれ、
燃える音も大きくなり少し驚
きましたが、こうして一年が

始まるんだと改めて思いまし
た。

誓1書
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「みんな仲良 し」

主任児童委員 長尾 博子

主任児童委員になり早1年が過ぎました。何のお役

にも立てず申し訳ないと思っていた時に以前に開催

していた、ふれあいまちづくり協議会主催の「仲良

し育児」を再開してみてはどうかという、お話を頂

き全くの未

経験でした

が月 1回 と

いう事もあ

り、挑戦し

てみようと

H26.10.22

より再開す

る運びとな

りました。

青少協第2回支部会議
広報紙ヽ40発行 (団地内全4,000戸 に配
布 )
ひよどり台ワイワイフェスタ

秋を楽しむハイキング (しあわせの村 )
ハイキングはなく、デイキャンプ場で
バーベキューのみを74名の参加で実施。

青少年育成委員のつどい (森川委員受

賞)
クリスマスツリー飾 り付け (ひ よどり台
会館)
北区青少協支部長会 (北神中央ビル)
ひよどり台っ子応援団運営委員会
青少協支部役員会
中学生の応援を得てどんど用の竹伐 り
どんどまつり
早朝より青少協の各種団体の皆さまの協
力で準備 。実施
。子どもまつり第1回実行委員会

27.2/21  第3回支部会議
広報紙NM]発行 (団地内全4,000戸 に配布)

児童登校日、通学路の朝の交通安全指導
定例の夜間パ トロール (第 3・ 4金曜、育成委員によ

る)
夏休み中学校 PTAの 夜間パ トローリレ
こども110番の家・店……。小学校 PTAの ご尽力で、

現在ひよどり台南町を合わせて130か所の
ご協力をいただき地域内に所在し、子ど

も達の安全を見守っていただいています
ひよどり台つ子応援団
ひよどり台小学校のこどもたちを見守る会
ひよどりつ子のびのびひろば 1・ 2年生毎週木曜日
ひよどりふれあい懇話会 (11/26、 2/25)

今後の予定
27.3/15  第33回ふれあい春の子どもまつり
27.3/21  北区青少年フェスタ (あ りまホール)

「

‐………
偏
…
第
‐
後
‐‐
菌
………‐
■

春の行事をお知らせする号で九 新年早 の々お忙し
|

い中でのお願いにもかかわりませず 原稿をお寄せい
|

ただきありがとうございました。紙面をお借りいたしま :

して、厚くお礼申しあげま丸            :
: 子どもたちの感想文もご覧願います6       :
:               (中 学校 PTA)|
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26.10/5

26.10/19
26.11/9

26.11/14

26.12/3-26

26.12/4
26.12/11

26.12/15
27.1/10
27.1/12

ひよどりの若いお母さんと0歳から就学前の子供さ

んとの親子で自由に参加し、自由に遊び、自由におし

ゃべりして頂き友人作りにも利用して頂けたらと思い

ます。

その日その日で参加される人数も多かったり少なか

ったりですが憩いの場になればと思います。アリスの

会の方々にも毎回お手伝いして頂き、楽しく開催して

います。

私も、ひよどり台に来て早 18年になり、この地で

子育てをし、この地で沢山の友人も出来ました。又、

PTA,地域のお手伝いをさせて頂く中で、ひよどりの

方々は本当に良い人ばかりで、すぐに仲良くなり、馴

染むことが出来ました。その上、自分の置かれた立場

では一生懸命に活動されることに頭が下がります。

私も少なからず、その輪に入らせて頂いている事に

喜びを感じています。我が子も専門学生と中学 3年生

になりました。ひよどりの皆さんに守られてすくすく

育つことが出来ました。

これからは私が、ひよどりっこのみなさんを見守っ

て少しでも、お役に立ちたいと思っています。

これからも、どうぞ宜しくお願いいたします。


